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旧
制
か
ら
新
制
へ

　

一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
七
月
三
十
日
、
財
団
法
人
中
央

大
学
理
事
長
加
藤
正
治
は
文
部
大
臣
森
戸
辰
男
に
、
学
校
教
育
法

第
四
条
に
も
と
づ
く
新
制
の
「
中
央
大
学
設
置
認
可
申
請
書
」
を

提
出
し
た
。
そ
の
目
的
は
、「
法
律
学
、
経
済
学
、
商
学
並
に
工

学
に
関
す
る
理
論
と
応
用
と
を
授
け
、
其
の
蘊う
ん

奥お
う

を
攻
究
せ
し
め

る
」
こ
と
、
ま
た
一
般
教
養
の
諸
学
科
を
教
授
し
て
個
性
豊
か
な

人
間
形
成
に
努
め
、
社
会
文
化
の
創
造
と
進
展
と
に
貢
献
す
る
こ

と
と
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
法
学
部
・
経
済
学
部
・
商
学
部
（
昼
・
夜
間

部
）
と
並
ん
で
工
学
部
（
昼
間
部
）
が
翌
年
二
月
二
十
一
日
に
認

可
さ
れ
、
新
制
大
学
と
し
て
四
月
一
日
か
ら
開
講
さ
れ
た
。

　

実
は
、
工
学
部
の
増
設
は
四
五
年
に
挙
行
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ

た
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
折
か
ら
の
戦
況
の
悪
化
と
四
三
年
十
月
の
私
学
統
廃
合

政
策
に
直
面
し
た
た
め
、機
械
科
・
航
空
機
科
（
四
五
年
十
二
月
、

工
業
物
理
学
科
に
改
編
）
か
ら
な
る
中
央
工
業
専
門
学
校
を
四
四

年
に
設
立
す
る
こ
と
と
な
る
。
新
制
工
学
部
は
、
こ
の
中
央
工
業

専
門
学
校
の
廃
校
を
前
提
と
し
て
開
設
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
「
中
央
大
学
設
置
要
項
」
に
よ
れ
ば
、
工
学
部
は
、

東
京
都
下
府
中
町
本
刈
道
九
九
〇
〇
番
地
に
置
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
四
七
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
本
学
は
同
地
に

あ
っ
た
府
中
製
作
所
の
工
場
を
買
収
・
改
築
し
て
中
央
工
業
専
門

学
校
の
校
舎
に
充
て
る
計
画
を
進
め
て
い
た
。
新
制
工
学
部
の
新

校
舎
は
、
こ
の
土
地
に
建
設
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
買
収
計
画
は
、
結
局
実
現
に
は
至
ら
ず
、
工
学

部
は
駿
河
台
校
舎
の
わ
ず
か
四
教
室
を
実
験
室
に
充
て
て
開
講
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
の
「
学
則
」
に
よ
れ
ば
、
工
学
部
に
は

土
木
工
学
・
精
密
機
械
・
電
気
工
学
・
工
業
化
学
の
四
学
科
が
置

か
れ
、
そ
の
総
定
員
は
八
〇
〇
人
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
開
講
時

の
教
室
不
足
は
、
深
刻
な
問
題
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
開
設
当
初
の
工
学
部
専
門
科
目
の
教
授
陣
に
は
、
工
学
部

長
事
務
取
扱
に
精
密
機
械
学
の
西
村
源
六
郎
東
京
大
学
工
学
部
教

授
が
就
任
（
兼
任
）
し
た
ほ
か
、
土
木
工
学
の
第
一
人
者
で
あ
っ

た
横
井
増
治
工
学
博
士
（
元
京
城
大
学
教
授
）
ら
主
と
し
て
東
大

工
学
部
の
関
係
者
が
招し
ょ
う聘へ
い
さ
れ
て
、
そ
の
陣
容
が
整
え
ら
れ
た
。

　

西
村
教
授
は
、「
敗
戦
日
本
が
自
立
し
て
い
く
た
め
に
工
学
部

の
使
命
は
大
き
い
、
国
土
計
画
の
た
め
の
土
木
工
学
、
輸
出
振
興

の
た
め
の
精
密
機
械
学
、
工
業
全
般
に
わ
た
る
電
気
工
学
、
復
興

促
進
の
た
め
の
工
業
化
学
が
必
要
と
さ
れ
る
」
と
そ
の
抱
負
を
語

り
、
さ
ら
に
「
実
験
設
備
は
私
立
大
学
で
は
優
秀
な
も
の
と
認
め

ら
れ
る
が
、
今

後
な
お
二
、三

年
間
に
各
学
科

の
実
験
設
備
の

充
実
を
期
待
し

て
い
る
」
と
、

『
中
央
大
学
新

聞
』
二
八
三
号

で
述
べ
て
い

る
。

　

そ
の
後
、
五

〇
年
四
月
に
は

第
二
工
学
部
（
夜
間
部
・
総
定
員
六
四
〇
人
）
も
開
講
し
た
。
五

一
年
度
か
ら
五
三
年
度
の
工
学
部
（
昼
・
夜
）
の
在
学
生
数
に
つ

い
て
み
る
と
、
八
三
〇
人
、
一
、
二
一
四
人
、
一
、
三
二
〇
人
に

増
加
し
て
い
る
。

　

こ
の
増
加
に
対
応
し
て
工
学
部
の
充
実
を
図
る
た
め
に
は
、

新
た
な
施
設
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
五
一
年

三
月
、
本
学
は
工
学
部
用
地
と
し
て
文
京
区
小
石
川
町
に
校
地

八
、〇
四
三
坪
（
現
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス
）
を
購
入
し
、
次
い
で

水
道
橋
駅
近
く
の
高
台
に
あ
っ
た
同
和
鉱
業
所
有
の
ビ
ル
を
購
入

し
て
、
そ
れ
を
工
学
部
の
教
室
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

工
学
部
は
、
同
年
十
二
月
に
改
修
を
終
え
た
同
和
ビ
ル
、
す
な

わ
ち
水
道
橋
校
舎
（
御
茶
ノ
水
校
舎
）
に
移
転
し
、
翌
年
一
月
に

は
工
学
部
移
転
祭
を
行
っ
た
。
こ
の
水
道
橋
校
舎
へ
の
移
転
は
、

工
学
部
に
と
っ
て
本
格
的
な
教
育
・
研
究
活
動
を
す
す
め
て
い
く

た
め
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。

　

五
三
年
、
新
制
工
学
部
第
一
回
卒
業
生
と
し
て
一
七
一
人
が
実

社
会
に
向
け
て
巣
立
っ
て
い
っ
た
が
、
彼
ら
は
こ
の
よ
う
な
草
創

期
の
不
十
分
な
設
備
環
境
の
中
で
四
年
間
勉
学
に
励
ん
で
い
た
の

で
あ
っ
た
。
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